
被ばく時年齢と発がんリスクの関係

原爆被爆者の被ばく時年齢別相対リスク
男性(ミリシーベルト) 女性(ミリシーベルト)
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0～9歳 0.96 1.10 3.80 1.12 2.87 4.46

10～19歳 1.14 1.48 2.07 1.01 1.61 2.91

20～29歳 0.91 1.57 1.37 1.15 1.32 2.30

30～39歳 1.00 1.14 1.31 1.14 1.21 1.84

40～49歳 0.99 1.21 1.20 1.05 1.35 1.56

50歳以上 1.08 1.17 1.33 1.18 1.68 2.03

出典：Preston et al., Radiat Res, 168,1, 2007
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環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響

固形がん発生のリスク係数

出典：Preston et al., Radiat Res, 168,1, 2007より作成

広島・長崎原爆被爆者における固形がんの線量反応
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1958～1998年の追跡調査データに基づく、
被爆時年齢30歳、到達年齢70歳での推定値

原爆被爆者
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